
事   務  連  絡 

令和８年 10 月 5 日 

 

文部科学省           

総合教育政策局生涯学習推進課  

総合教育政策局日本語教育課 

 

専修学校等における外国人留学生の 

日本語の能力基準に係る経過措置について 

 

 外国人留学生の適切な受入れに関しては、「令和９年度専門学校入学者選抜

について」（令和８年７月３日付け総合教育政策局生涯学習推進課事務連絡）

や「専修学校における外国人留学生の在籍管理等について（依頼）」（令和８年

４月27日付け８教生推第16号総合教育政策局生涯学習推進課長通知）において

お知らせしてきたところですが、このうち、必要な日本語の能力基準に係る経

過措置について、下記のとおりお知らせします。 

 

記 

 

 「令和９年度専門学校入学者選抜について」及び「専修学校における外国人

留学生の在籍管理等について（依頼）」においては、専修学校に対する日本語

など必要な能力の基準を明確化し、適正な水準を維持することが重要であると

示しており、日本語で授業を行う場合には、「日本語教育の参照枠（令和３年

10月12日文化審議会国語分科会）（以下「日本語教育の参照枠」という。）に

おいて、高度に自立して日本語を理解し使用することができる水準とされてい

るＢ２以上が目安であるとしています。 

しかしながら、公益財団法人日本国際教育支援協会及び国際交流基金が実施

する日本語能力試験（ＪＬＰＴ）については、試験機関によって「日本語教育の

参照枠」におけるＢ２に対応する点数が公表されているものの、独立行政法人日

本学生支援機構が実施する日本留学試験（日本語（読解、聴解及び聴読解の合

計））、公益財団法人日本漢字能力検定協会が実施するＢＪＴビジネス日本語能

各 都 道 府 県 専 修 学 校 主 管 課 

各 都 道 府 県 教 育 委 員 会 専 修 学 校 主 管 課 

専 修 学 校 を 置 く 国 立 大 学 法 人 担 当 課 

厚 生 労 働 省 医 政 局 医 療 機 構 運 営 支 援 課 

厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部企画課 

御中 



力テスト、一般社団法人日本語能力試験実施委員会が実施するＪＰＴ日本語能

力試験等については、現時点では各試験機関によって「日本語教育の参照枠」に

おけるＢ２に対応する点数は公表されていない状況です。また、出入国在留管理

庁においては、「在留資格「留学」により本邦の教育機関において教育を受ける

ために必要な日本語能力を測定する日本語試験の作成のためのガイドライン」

（令和８年３月２日出入国在留管理庁）に基づいて、在留審査で用いるために、

今後、「日本語教育の参照枠」における日本語能力の熟達度と日本語の能力判定

に係る各種試験による能力評価との対応付け等を実施することとされています。 

これらの状況を踏まえ、専修学校及び各種学校（以下「専修学校等」という。）

における各種試験を活用した令和９年度入学者選抜の実施に影響が生じている

ことに鑑みて、出入国在留管理庁と協議した結果、令和 11年度入学者選抜まで

は経過措置を設け、従前のとおり日本語能力試験Ｎ２レベル相当以上を目安と

して必要な日本語能力を有するものとみなすことも可としますので、お知らせ

します。 

なお、各専修学校等においては、当該経過措置期間中であっても、原則として

は「日本語教育の参照枠」におけるＢ２以上が目安であることに留意いただき、

Ｂ２以上の日本語能力を有することについて、例えば認定日本語教育機関（ただ

し、課程の到達目標がＢ２以上であるものに限る）の修了や、筆記・面接試験等

の実質を伴う確認を行うなど、多様な手段によって確認することを推奨する旨

申し添えます。 

 

 各都道府県におかれては所轄の専修学校等に対して、各都道府県教育委員会

におかれては所管の専修学校等に対して、国立大学法人におかれてはその設置

する専修学校に対して、厚生労働省におかれては所管の専修学校に対して、周

知されるようお願いいたします。 

 

 

（添付資料） 

・「日本語教育の参照枠」の概要 

 

（参考資料） 

・日本語教育の参照枠について 

 －「日本語教育の参照枠（報告）」（令和３年 10 月 12 日文化審議会国語分科

会） 

https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkashingikai/kokugo/hokoku/pdf/93736901_01.pdf 
 －「「日本語教育の参照枠」の活用のための手引」（令和４年２月 18日文化

https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkashingikai/kokugo/hokoku/pdf/93736901_01.pdf


審議会国語分科会日本語教育小委員会「日本語教育の参照枠」の活用に関

するワーキンググループ） 

https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkashingikai/kokugo/hokoku/pdf/93

705001_01.pdf 

 －「日本語教育の参照枠」を活用した教育モデル開発・普及事業 

  https://www.mext.go.jp/a_menu/nihongo_kyoiku/mext_02799.html 
・日本語教育機関認定法等について 

－日本語教育機関認定法ポータルサイト 

  https://www.nihongokyouiku.mext.go.jp/top 

－文部科学省ホームページ「日本語教育」（認定申請に関わる資料等を掲載） 

  https://www.mext.go.jp/a_menu/01_p.htm 

－認定日本語教育機関の認定申請に係る実務説明会 

  https://www.mext.go.jp/a_menu/nihongo_kyoiku/mext_03308.html 
・出入国在留管理庁における各種試験による能力評価との対応付けについて 

－「在留資格「留学」により本邦の教育機関において教育を受けるために必要

な日本語能力を測定する日本語試験の作成のためのガイドライン」（令和８

年３月２日出入国在留管理庁） 

  https://www.moj.go.jp/isa/content/001456934.pdf 

  

＜本件連絡先＞               

文部科学省総合教育政策局 

生涯学習推進課専修学校教育振興室 

電話：０３－６７３４－２９３９ 

https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkashingikai/kokugo/hokoku/pdf/93705001_01.pdf
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https://www.mext.go.jp/a_menu/nihongo_kyoiku/mext_02799.html
https://www.nihongokyouiku.mext.go.jp/top
https://www.mext.go.jp/a_menu/01_p.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/nihongo_kyoiku/mext_03308.html
https://www.moj.go.jp/isa/content/001456934.pdf
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日
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の
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●
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